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1. ダイヤフラムフロアの耐震クラスについて 

 

 ダイヤフラムフロアの構造概要図を第１図に，ダイヤフラムフロアの各部材

の耐震クラスを第 1 表に示す。ダイヤフラムフロアは格納容器内のドライウェ

ルとウェットウェルとを区分する圧力低減設備としての機能を有するため，全

ての構造部材は耐震Ｓクラスとなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 図 ダイヤフラムフロア構造概要図 

 

第１表 ダイヤフラムフロアの耐震クラス 

構造部材 耐震クラス 
鉄骨梁 
構造用スラブ 
断熱層（コンクリート） 
シヤーコネクタ（スタッド） 
柱 

Ｓクラス 

 

ベント管 

ダイヤフラム詳細図 

断熱層 
（コンクリート） 

ペデスタル

鉄骨梁 柱

ダイヤフラムフロア 

構造用スラブ 

シヤーコネクタ

（スタッド）


